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4/13（水） 筒井ゼミ第 1 回 主権者教育についての提案、ゼミ生たち応諾
角田先生、学習指導案作成開始
5/18（水） 筒井ゼミ第 5 回 「人間と社会」という教科について基本知識を習得
5/25（水） 筒井ゼミ第 6 回 学習指導案 ver.1 を検討
5/30（月） 角田先生・筒井ゼミ合同会第 1 回 5/25 のゼミでの議論をもとに検討
6/06（月） 角田先生・筒井ゼミ合同会第 2 回 学習指導案 ver.2 を検討
6/15（水） 主権者教育 第 1 時間目
終了後、合同会第 3 回
第Ⅲ部の 12 時限（20:15-21 :05）を参観
生徒が書いた生活要望のプリントの記載内容を Excel に入力し
分析。分析結果は第 3 時間目冒頭で報告
6/20（月） 角田先生・筒井ゼミ合同会第 4 回 参観した第 1 時間目、続く第 2 ～ 4 時間目について議論。生活
要望の分布・構造についても議論
6/22（水） 主権者教育 第 2 時間目 参観せず
6/29（水） 主権者教育 第 3・4 時間目
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学校生活 1 個性を認める教育 ツイッター








































































































































































かれ、発足シンポジウムは 2014 年 12 月 20 日
に開催された。
7） 教職課程履修学生にも参観を薦めている。司法
書士と連携した授業は毎年 12 ～ 1 月実施で、















間 30 分である（筆者の作業が 6 時間、ゼミ生
5 人でのべ 14 時間 30 分）――こうした記録が
あると、次年度になっても、ある作業の所要時
間のかなり正確な目途が立つ。
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公立高校定時制課程における「人間と社会」の時間を活用した主権者教育の実践
2015 年 12 月 4 日付資料。角田仁先生より入手。






14） 1 ～ 8 組合計の在籍者数は 166 人、この日の出

















2016 年度 Vol.2 にも、報告文を掲載する予定で
ある。
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